
１ 第４１９次調査

はじめに

第４１９次調査は、個人住宅建築のための事前調査であ

る。調査地は、法華寺伽藍中心部ののる尾根から、ゆる

やかに下る緩斜面の末端にあたり、調査地の南を通る東

西道路をはさんで、地盤はさらに一段低くなる。東西両

塔推定地のほぼ中央に位置することから、参道・門等の

施設の検出が期待された。また、西側の隣接地で１９７５年

に実施した第９５‐４次調査では、建物１棟、東西石組溝１

条を検出している（『１９７５平城概報』）。東西溝は南縁にの

み川原石をすえるもので、南方に位置する建物の基壇縁

をかねていた可能性が指摘されている。

調査面積は５８．１�（南北約９．６�、東西約６�）、調査期間

は、２００７年３月８日から３月１６日までである。

基本層序

調査地内の基本層序は、表土（住宅解体時の撹乱土）、客

土、耕作土、黄褐色あるいは青灰色のシルト質粘土層で

ある。このシルト質粘土層上面を遺構検出面とした。調

査区北端で現地表下約５０�、南端で７５～１００�で遺構面

に達する。

検出遺構

今回の調査で検出した遺構には、素掘溝２条、石組溝

１条、礎石状塊石２基、暗渠１条などがある。

SD９１５０・９１５１ 調査区中央に素掘東西溝SD９１５０および

南北溝SD９１５１がある。両者は当初幅１．５�、深さ３０�、

調査区南端で深さ４０�で「「」状に掘られていたが、SD

９１５０は、北肩に粘土を貼り、溝幅を９０�ほどに狭めてい

る。またSD９１５１内には、西側の側壁にそって焼けた壁土

の集積SX９１５４がある。

SD９１５１は後述する暗渠SD９１５７を設置する際に再掘削

されるが、暗渠設置後も「「」状の溝は維持されていたよ

うで、溝内には腐葉土が厚く堆積する。溝に囲まれた東

南部の方形の平場には、旧表土である黒色土とともに樹

木の根の痕跡が認められた。また、溝の北側および西側

は一段高くなっており、住宅建設のための整地以前は、

溝に区画された「「」状の地形を呈していたものと考え

られる。

SD９１５３A・B 調査区西側の一段高くなったところで東

西石組溝を検出した（SD９１５３B）。幅５０～６５�、底石のみ

が残存し、２０�ほどの円石を敷く。また断面観察で、こ

の石組溝の下層に、幅７０�、深さ３０�ほどの素掘溝がや

法華寺旧境内の調査
�第４１９・４２６次

４４２２６６次次

４４１１９９次次
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図１７６ 第４１９次調査遺構平面図・断面図 １：６０
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や北にずれた位置にあることが認められた（SD９１５３A）。

SX９１５５・９１５６ SD９１５１の西肩で検出した礎石状の塊

石。SX９１５５は長さ３０�、SX９１５６は長さ４５�ほどの大き

さである。平坦面を上にして据えており、南北になら

ぶ。両者の間隔は３�をはかる。

SD９１５７ SD９１５１に対して設けられた南北方向の暗渠。

北側の一段高くなったところでは、丸瓦・土管混用の管

を設け、下段ではSD９１５１を再掘削し礫詰暗渠とする。

上段では幅８０�の掘形を堀り管をすえる。丸瓦・土管

混用の管は全体で１２節あり、調査区北壁にかかる北端部

１節目には平瓦をかぶせる。北から３節は丸瓦の組み合

わせ、次の６節を土管とする。ここで段が落ちるため、

次の３節を丸瓦組として斜面に沿わせ、末端を塊石で固

定する。丸瓦は上下で合わせ玉縁を南にし、土管も狭端

を南にして連接する。

さらに、SD９１５１を、幅８０�、深さ２０�に再掘削し、南

端の３節分が埋まる高さまで礫と瓦片を充填する。壁土

集積SX９１５４は、この再掘削の際に壊されている。後述す

るように、丸瓦および土管の年代は、室町時代後期に属

する。

出土遺物

出土遺物の大半は瓦類で、SD９１５７内から礫とともに

埋められた破片が大量に出土した。また、同じくSD９１５７

に用いられたほぼ完形の丸瓦１２点および土管６点があ

る。このほかに、土器、壁土、鉱滓などがあり、全体で

遺物収納用コンテナ約３０箱分になる。 （次山 淳）

土 器 第４１９次調査で出土した土器は整理箱で１箱と少

ない。磨滅した土師器・須恵器片が多数を占め、これに

瓦質土器片と、埴輪片が加わる。近世陶磁器はほぼ皆無

である。SD９１５７南半の礫詰暗渠から１４～１５世紀の瓦質

浅鉢（火鉢）片が出土しているほかに、遺構の時期を知る

手がかりは少ない。 （森川 実）

瓦磚類 今回の調査で出土した瓦磚類の一覧を表２３に掲

げた。奈良時代の軒瓦はきわめて少なく、中世の瓦の出

土が顕著である。そのうち、SD９１５７の丸瓦・土管混用管

に用いられた丸瓦と土管の拓本を図１７８に示した。

丸瓦（１）の凹面には吊り紐痕が認められないものの、

糸切り痕は確認できる。側面の凹面側の面取り部分にヘ

ラ書が記されている。ただし、その意味は不明である。

土管（２）の外面には雷文状の刻印が残されている。なお、

内面には明瞭に吊り紐痕が残されている。丸瓦・土管と

もに室町時代後期に属するものであろう。 （林 正憲）

小 結

法華寺の南限および南大門は、第１２３‐４次調査で検出

された区画施設から、今回の調査地の南、一段低くなっ

た二条条間北小路に面していたものと想定されている。

今回の調査地は、中心伽藍ののる尾根の南端にあたる。

西側隣接地の第９５‐４次調査で検出した石組溝について

図１７７ SD９１５７検出状況（右 礫詰暗渠完掘状況）
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図１７８ 第４１９次調査出土丸瓦・土管 １：３

146 奈文研紀要 ２００８



は、位置・形状などからSD９１５３Aが対応する可能性が高

いものの、建物に関わる礎石位置は、両調査の対応関係

が明確ではない。このように今回の調査では、門跡等に

関わる明確な遺構を検出してはいないが、第９５‐４次調査

の成果とあわせると、東西両塔推定地の中央に溝で区画

された「

凸

」形の高まりがあり、その上に小規模な建物

が建ち、北辺に石組溝を設けていたことが理解できる。

これらの遺構の時期を判断する材料も乏しく、SD

９１５７との関係から、室町時代後期に先行する可能性を指

摘するにとどめておきたい。 （次山 淳）

２ 第４２６次調査

法華寺町内でおこなった共同住宅建設にともなう調査

である。調査地は法華寺旧境内の北で、第４１７次調査

（２００６年度）の東１５�にある。一条条間路北側溝想定地に

南北長６�、東西幅２�の調査区を設定した。

調査地の層序は古家解体に伴う盛土、旧表土の下に暗

茶色粘質土（２５�）と茶灰色粘土（１０�）があり、その下面で北

端の溝状土坑、南端の弧状溝など近世の遺構を検出し

た。調査区中程では淡茶灰色粘土の薄層を介した地山（黄

褐色土）面で、古代の東西溝SD９０７５と浅い土坑を検出した。

東西溝SD９０７５は幅約１�、深さ０．５�を確認した。第

４１７次調査のSD９０７５の東延長部である。ただ、第４１７次調

査では南北幅２．７�以上、深さ１�で、北半に浅い段をも

つ構造を確認したが、今回は検出面が約１�低いうえ

に、北半を後述の溝状土坑で壊されていて確認できてい

ない。調査区北端の溝状土坑は、南北幅２�以上で西半

に約８�下がった段がある。暗灰色礫混土などが水平に

堆積し、少量の近世末の染付碗が含まれる。水溜・掘割

状の遺構と考えられる。調査区南端の弧状溝は西北から

東南へ流れる。堆積層は暗灰褐色粘土・暗灰色砂・暗青

灰色土の互層で、緩斜面をなす北岸の裾に幅約０．５�、深

さ５㎝の浅い溝をともない、腐朽した木質棒状品が遺存

する。環濠の西南隅部の可能性がある。

遺物には土器、瓦類がある。土器は整理箱１０箱分ある

が近世の土師器、陶磁器類が大半で奈良時代のものは極

僅かである。瓦類には鎌倉時代～近世の巴文を主体とし

た軒丸瓦１１点、６６７９A型式、６６８５B型式各１点を含めた軒

平瓦４点、丸・平瓦それぞれ約３９�・１２１�、磚１６片のほ

か隅木蓋瓦１片がある。 （西口壽生）

軒丸瓦 軒平瓦

型式 種 点数 型式 種 点数

６１３２ A １ ６７２１ J １

６３１１ Ab １ 室町 １

巴（中世） ５ 中世 ２

型式不明 ４

軒 丸 瓦 計 １１ 軒 平 瓦 計 ４

丸瓦 平瓦 磚

重量 ３９．９９� １０８．２１� １．２３�
点数 ３２９ １０７２ ６

道具瓦計（１８点）

近世ヘラ書丸瓦 １点 刻印付土管（中世） １点

近世道具瓦 １点 雁振瓦 １点 完形丸瓦 １０点

丸瓦（雑） ２点 平瓦 １点 磚１点

表２３ 第４１９次調査出土瓦磚類集計表

Y－１７，９４０Y－１７，９５０

９５‐４次 ４１９次

SD９１５３

X－１４４，９１８X－１４４，９１５

H＝６９．０m

弧弧状状溝溝 Y－１７，８６９X－１４５，２３０

溝状土坑

北北側側溝溝SSDD９９００７７５５

図１７９ 第９５‐４次調査と第４１９次調査の関係 １：２００ 図１８０ 第４２６次調査遺構平面図 １：１００
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